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令和２年度第１１回みやま市教育委員会定例会会議録 

 

◆召集日時  令和３年２月１８日 午後２時００分 

◆召集場所  みやま市役所山川支所 ２階 第４会議室 

 

１．出席教育長・教育委員（４名） 

・教育長 待 鳥 博 人 

・委員  井 上 正 明 

・委員  樺 島  靖 子 

・委員  北 原 八州子 

   

２．欠席委員（１名） 

 ・委員  宮 本    篤 

 

３．事務局出席者（１６名） 

・教育部長              野 田 圭一郎 

・教育総務課長            堤    則 勝 

・学校教育課長            藤 吉 裕 治 

・指導室長               上 田 理 彰 

・社会教育課長            山 田  利 長 

・学校教育課課長補佐兼 

学校教育係学務担当係長       北 嶋 淳一郎 

・総務担当係長            小 柳  る み 

・学校再編推進担当係長        中 島 豊 晴 

・施設担当係長            井 口    剛 

・総合市民センター整備推進担当係長  宮 川  浩 則 

・学校給食担当係長          石 橋 将 和 

・社会教育課課長補佐兼 

 社会教育担当係長          森    英 臣 

・指導室主任指導主事               伊 井 和 子 

・指導室指導主事                   松 藤 桂 輔 

・教育研究所長            櫻 井 芳 樹 

  ・主任社会教育主事          江 上  靖 則 

 

４．傍聴人 

  ・０名 

 

 



2 

 

５．議事日程 

（１）会期の決定について 

（２）会議録作成者の指名について 

（３）会議録署名委員 

（４）議案第 30 号 みやま市立中学校に係る部活動の方針の策定について 

（５）議案第 31 号 みやま市立小中学校教職員の人事異動内申について 

（６）報告事項 

（７）次回教育委員会について 

                       

【午後２時００分 開会】 

 

【教育長】   今朝は積雪により高速道路も通行止めの個所があり渋滞も見られ、児童生

徒の雪害による登校時間の遅れも頭をよぎったところである。 

また、１３日の夜には東北地方で大きな地震があり、東日本大震災から今

度の３月１１日で１０年を迎え、福島や宮城の方々は１０年前の大震災の教

訓を生かされた対応も多々あったと報道されている。熊本地震は今度の４月

１４日で５年を迎える。子供たちの生命・安全を守るためにも、地震をはじ

め自然災害への備えをしっかりしておくことの大切さを学校の方にもこの

機会に呼び掛けていきたいと思う。 

さて、先日、小学校３５人学級が閣議決定された。特別に支援が必要な子

どもが増えている状況下では、きめ細かな指導などが可能になり喜ばしいこ

とである。片や小学校教員採用試験の低倍率化が気になるところである。 

全国平均で２．７倍、最も高い高知県では７．１倍、福岡県はワースト３で

１．６倍という数字である。教職に対して、長時間労働や保護者対応の難し

さ等、マイナスイメージが強いため、このような現象になっていると思われ

る。教育委員会としても働き方改革を推進し、優秀な人材確保に努めていく。 

さらに、本日報道された中央教育審議会答申による、令和４年度からの小

学校高学年の教科担任制の導入の実現を県教委に強く働きかけ、専門人材の

確保に努めていく。 

       ただいまから、令和２年度第１１回みやま市教育委員会定例会を開会い        

たします。 

 

○日程第１    第１１回みやま市教育委員会定例会の会期は令和３年２月１８日の１日

間とする。 

・・・全員同意 

 

○日程第２  会議録作成者は総務担当係長小柳るみとする。 

・・・全員同意 
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○日程第３  会議録署名委員の指名については教育長と北原八州子委員とする。 

 

・・・全員同意 

 

○日程第４  議案第３０号  

○みやま市立中学校に係る部活動の方針の策定について 

【学校教育課長補佐】－提案理由の説明－ 

【教育長】   ・質疑等ありませんか。 

【井上委員】 ・改めて今部活動の方針を策定するのはなぜなのか。 

【学校教育課長補佐】 

       ・教職員の働き方改革を進める中で、中学校の先生方にとっては部活動が

大きな業務負担となっている実態があり、子ども達への過度の練習や活

動による病気やバーンアウト、精神的な負担、肉体的な負担をかけ過ぎ

ている部分もあると。そのような中で国が平成３０年度にガイドライン

を策定し、それに基づき県市と適正な活動をするということの取組みの

一環である。 

【樺島委員】 ・顧問の先生は年間の活動計画や毎月の活動計画及び活動実績を作成し、 

校長へ提出することとなっている。先生の業務量が増えるのではないか

と思うがどうか。 

【学校教育課長補佐】 

       ・確かに書類の作成業務は増えるかもしれないが、きちんとした形で活動

計画と実績報告を校長と協議しながら計画的に行っていただくことで、

活動については効率よく行っていけるようになるのでは考える。 

【教育長】   ・議案どおり可決するものとしてよろしいか。 

        「異議なし」 

                           ・・・可決 

 

○日程第５ 議案第３１号  

○みやま市立小中学校教職員の人事異動内申について 

【教育長】   ・本議案の協議は非公開とする。 

【指導室長】  －提案理由の説明－ 

【教育長】    ・質疑等ありませんか。 

        「質疑省略」 

【教育長】   ・議案どおり可決するものとしてよろしいか。 

         「異議なし」 

                           ・・・可決 
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○日程第６  報告事項 

   〇教育部長 

【教育部長】  ・令和３年第１回市議会定例会が３月２日から開会予定（資料Ｐ１) 

       ・新型コロナウイルス感染症の感染状況及び取組み状況について報告 

       ・令和３年度みやま市教育施策については、総合計画や教育大綱を指針と

し、年度ごとの具体的な事業や取り組みを定めるものとして、毎年策定

をしているものである。 

        令和２年度からの主な変更点は、新型コロナウイルス感染症の対策関係

で、コロナ禍における新しい生活様式等に対応した学校、社会教育の行

事やイベントの開催、学校での感染拡大防止、児童生徒をはじめ市民に

対する感染者等に対する偏見や差別の防止を掲げているところである。

次にＩＣＴの活用で、今年度ＧＩＧＡスクール構想の加速化ということ

で、児童生徒へ端末の配備が完了する。ＩＣＴを活用した授業改善や教

職員の質向上に向けた研修や研究に取り組んでいく予定である。 

        次に、高田地区の学校再編の推進である。令和５年４月の開校に向けて

統合協議会の設置や二川小学校の校舎整備に取り組んでいく。 

        次に、総合市民センター建設の推進である。文化・スポーツ活動等の新

たな拠点整備として、令和４年の開館に向けての建設推進及び管理運営

計画の策定に取り組んでいく。 

        最後に、市史編さん事業である。市史編さん業務が今年度終了するが、

今後これまで発刊したみやま市史の普及・啓発に取り組んでいく。 

  

○教育総務課 

【教育総務課長】・小中学校卒業証書授与式及び入学式の告辞予定者について（資料Ｐ２） 

        ・越前町・みやま市児童交流事業は、２月２０日にみやま市のみで実施す

る予定である。 

 

○学校教育課 

【学校教育課長】・令和２年度みやま市不審者情報マップの配布について(別紙資料) 

 

        ○指導室 

【指導室長】  ・ＩＣＴ教育の推進状況について報告  

             ・先日、大江小が学校図書館部門で全九州の優秀賞を受賞された。 

 

       ○社会教育課 

【社会教育課長】・各社会教育団体補助金や交付金について、今年度については新型コロナ

感染症の影響により、どの団体も思うように活動が出来ていないため、

昨年度の繰越額を超える分については返還をしていただくこととして
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いる。 

 

○日程第７  次回教育委員会について  

◎次回定例会 令和３年３月１５日（月）午前１０時００分～ 

 

【教育長】   これで本日の日程は全部終了しました。 

令和２年度第１１回みやま市教育委員会定例会を閉会します。 

 

 

【午後３時１７分 閉会】 


